






























































































































































































































































































































































































































































８ マブーブル・ハク（Mahbub ul Haq, 1934-98）イスラマバード（パキスタン）
の人間開発センター所長。経済学者。1989年から1995年まで国連開発計画
（UNDP）総裁特別顧問を務め，UNDPが依頼した専門家チームを率いて，年次
の『人間開発報告書』を作成。同報告書は，平均余命，成人識字率，平均就学
年数，妥当な生活水準を保つための基礎購買力に基づいて算出した人間開発指
数（HDI）を使って，各国の開発指数を比較分析している。世界銀行政策経済
部長，パキスタンの財政大臣などを歴任。著書多数。
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　「人間開発」は，人間に中心的な関心をもつ。ハクは，経済指標だけで社
会の豊かさや進歩を測ると人間不在の開発となってしまうと指摘し，これま
で考慮されなかった側面も入れて考えようと提唱したのが，「人間開発」で
ある。
　その目的は「人間自らの意思に基づいて自分の人生を選択と機会の幅を拡
大させること」とする。そのためには「健康で長生きすること」「知的欲求
が満たされること」「一定水準の生活に必要な経済手段が確保できること」
をはじめ，人間にとって本質的な選択肢を増やしていくことが必要だとする。
　「人間開発」の目指す開発は，経済的，政治的，文化的，すべての分野に
おける人々の「選択の幅（自由）」を拡大しようとするものである。人間的
なこの「人間開発」の目的は少しずつではあるが，そのコンセンサスを世界
的に広げつつある。［マブーブル・ハク，1997，日本語版へのメッセージⅰ］
　このハクの提唱した「人間開発」について聞いた時，筆者はGNHの概念
を思い出した。これは1976年ブータン第４代国王ワンチュクによって提唱さ
れた。
　社会の豊かさや進歩を，国民総生産（GNP）や国内総生産（GDP）とい
った「生産量」ではなくて，国民総幸福量（GNH），Happinessで測ろうと，
国王がブータンの開発哲学，開発の最終目標に据えたという，画期的な概念
である。また国王は，GNHの向上のために大切なことは，「社会的公正」，「環
境保全」，「文化保存」，「良い統治」であると宣言し，この実践は息子である
第５代国王にも継承されている。ブータンでは，至る所にこの２人の写真が
掲載され，人々の尊敬を集めているという。
＜人間開発の優れた点＞
　ハクと共に，国連開発計画（UNDP）が刊行する「人間開発報告書」作成
にかかわったポール・ストリーテン（ボストン大学名誉教授・開発経済学者）
は，「人間開発」を優れた概念であるとして，６つの特徴をあげている。
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① 「人間開発」は，それ自体が目的であり，それ以上の正当化は必要ではな
い。
　（先に記したように，人間に関心の中心があるということ）
② 「人間開発」は，生産性を高めるための手段である。一定水準の生活に必
要な経済手段が確保され，バランスの良い食事が摂取でき，健康で長生き
でき，さらに教育の機会や技術の獲得ができるならば，それは生産性の向
上につながる。
③ 「人間開発」は，物質的・経済的豊かさに加え，教育を受け文化的活動に
参加できる機会を増加させる。そのことによって，たとえば女子教育の質
が改善され豊かになり，女子の教育機関が長く保てると，乳児死亡率が減
少し，そのことで出生率が適正に低下する。人口の過剰な増加の抑制につ
ながる。
④ 「人間開発」は，物理的な環境にいい結果をもたらす。（環境問題の解決
につながる可能を持つ。）
⑤ 「人間開発」による貧困の軽減は健全な市民社会の建設や民主化の促進，
社会的安定に寄与する。犯罪や暴力のない安全な生活が送れる可能性を増
大させる。
⑥ 「人間開発」によって市民の不満を緩和し，政治的な安定を高めることが
ある。そのことによって自由に政治的・文化活動ができて自由に意見が言
える社会を創出できる可能性が高まる。［マブーブル・ハク，1997，序文
　ⅳ～ⅶ］
＜人間開発指数（HDI）について＞
　ハクによって提唱された「人間開発」の概念に基づいて，国連開発計画
（UNDP）は，1990年に「人間開発報告書」を創刊する。その中で，人々の
注目を集めたのが人間開発指数（HID）であった。
　この指数は，大変考えられた指数である。HIDは，平均余命，成人識字率，
平均就学年数，妥当な生活水準を保つための基礎購買力などによって算出さ
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れた。これによるとGDPでは上位にあった国が，たとえば当時３位であっ
た日本は19位に，カナダは１位から９位に，スイスは２位から17位に下がり，
他方スウェーデンは４位から１位，デンマークは15位から４位，フィンラン
ドは16位から３位に，ニュージーランドは18位から８位に上がるといった具
合である。物質的な豊かさはどうでもいいことではないが，豊かであるから
といって人生の選択の幅が拡大するとは限らない。
　たとえば，ある国が豊かになるにつれて，その国で人並みの生活を送るた
めには，今まで以上に高価な商品が必要になることがある。コンピューター
ゲームがないと，子どもが仲間はずれにされてしまうというようなことも起
こり得る。コンピューターや携帯電話がないと仕事にならないところも出て
くる。このように豊かな国でも，常に満たされない人や状況が起こりうるの
である。
　現在のアメリカ，日本などを見ると，所得の不平等は著しく，貧困率も上
昇している。貧しい人々には豊かさが再分配されずに取り残されてしまって
いる。先ほどのブータンではないが，公正やよき統治などを目指す政治的意
思がないと不平等の増大を防ぐことはできない。
　しかし，もし政府関係者や国の政策に関わる人々が，あるいは報道関係者
が，毎年発刊される「人間開発報告書」に発表された自国のHDIの順位，そ
の分析や指摘に目をとめ，耳を貸し，気にかけていくならば，自国の政策の
改善やよき影響を期待できる。現在，140以上の国が，UNDP現地事務所と
協力して，国別の報告書を作成している。人間開発報告書の結果や自国の報
告書の作成過程から，政策上の問題点や課題を再確認した国が多くでている。
　タイやウガンダ，ボツワナといった国は，かつてHIV・エイズの蔓延した
国であるが，この報告書の分析や指摘を改善に結びつけている。
＜HDIのアジアへの影響とアジアの社会意識の覚醒＞
　アジアの開発の問題点は，社会的公正が伴っておらず，常に貧困や不平等，
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格差が存在しているということであった。1990年代後半まで，経済成長とは
裏腹に，貧困に苦しみ，学校へ通うことができない児童の急増や医療サービ
スをうけることができない人々が急増していた。
　他方，1990年代後半に，社会意識の変化も生まれ始めていたのである。社
会的公正を伴った成長を求める声が強まってきたからである。中国やモンゴ
ル，ベトナムでの貧困と格差の拡大（少数民族問題）や1997年のアジア経済
危機による韓国やタイ，インドネシアの社会開発の貧弱さが社会的公正を求
める声を強くしたのである。アジア各国の「人間開発報告」が刊行され始め
たのもこの時期である。
　ここでインドネシアの開発計画庁の協力の下，UNDPが刊行した「インド
ネシア人間開発報告2001」の提言の一部をご紹介しよう。
　『報告のテーマは，「コンセンサスに向けて―民主主義と人間開発」。1997
年の政治・経済危機を踏まえて，人間開発は，安定した民主主義と市場経済
への移行に不可欠であると指摘する。政治的自由を犠牲にしたスハルト体制
の経済成長は結局のところ持続性に欠けたものであり，今後は，民主主義と
人間開発によって，広大・多様な国家における統一したコンセンサスの形成
と分権の実現というむずかしい２つの課題を統合させることが重要である。』
　この提言の中には，人間の選択の幅を拡大する自由の大切さ，適切な統治
と民主主義（社会的なセーフティネットの構築），社会的公正の実現などが
うたわれている。［吉田勝次，2003：10～16］
　周知のようにインドネシアは2004年に総選挙を実施した。赤道の八分の一
という広大な国で，２億人を超す人口，300とも言われる民族と200を超える
言語を持つ国が，いろいろと問題もあったかもしれないが，総選挙をやり遂
げたのである。その他にも国政のレベルで，地方行政のレベルで民主化への
取り組みが見られる。こうしたところにもHDIの影響が見られる。アジアで
は，中国をはじめ，フィリピンやインドネシアなど，今なお民族対立など多
くの問題・紛争を抱えている。こうしたUNDPの分析・指摘などの取り組み
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によって，またそれぞれの国が，自国で「人間開発報告」を作成することに
よって，私たちアジアの国々が，人間を大切にする国作り，民主的な社会作
りへと変革されていくと著者は考える。
＜人間開発からMBMを見る＞
　以上，「MBM」の働きと「人間開発」について概観してきた。著者は「MBM」
と「人間開発」のそれぞれの概念に共通するものが多くあると考えている。
　人間開発の視点から，MBMを見てみよう。
① 「MBM」は，バリの貧困問題解決を課題としてスタートした。取り組み
の多くは経済活動に関することである。しかしその根底に流れているのは，
バッソー，マストラ主教をはじめ関係者，海外の支援者のバリの人々，特
に生活に困窮する人々への愛情と，協働・連帯しようとする意思である。
まず「愛」ありきである。これは「人間開発」の根底を流れる「人間を中
心に」「人間へのやさしさ」と共通するものである。
② 「MBM」も「人間開発」も共々に，人材の育成，またこうした働きを通
して社会をよりよく変革していこうとする目標をもっている。特に，
MBMの女性の自立を図るプロジェクトは，性差に関心を持つHDIの考え
に通じる。
③ 「人間開発」は，「長寿で健康な人生を送ること」が，人生において選択
の幅を広げ，人が多くの機会を得るために必要であるとする。このことは
「MBM」が医療制度の充実や健康増進・管理のプロジェクトに力をいれ
ていることと共通する目標である。
④ 「人間開発」は，「適正な生活水準を保つために必要な資源を入手すること」
が，人生における選択肢を広げ，多くの機会をえるために必要と考える。
これは「MBM」が，バリのあらゆる人を対象に，貸付信託業務を行い，
農業・漁業・牧畜・商業などの各産業の分野を視野に入れてプロジェクト
を立ち上げ，指導をしていく姿勢と共通する。
⑤ 「人間開発」は，人々が「地域社会における活動に参加すること」が大切
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なことであるとする。「MBM」は個人への支援だけでなく，共同の事業
の促進を促し，支援し，社会的自覚の滋養や社会的貢献への自覚を持つよ
うに指導していく。こうした姿勢にも共通点がある。
⑥ 「MBM」はGKPBシノドに属しているので，シノドの社会活動省とも関
わりをもっている。社会活動省の働きにはGKPBの伝道所部門だけでなく，
学校教育部門と，養護施設部門がある。
　現在「MBM」は，GKPB，学校教育部門や養護施設部門に対して，以下
のような支援を行っている。
　Ａ，クリニックの開設や巡回医療・衛生指導
　Ｂ，収益の５㌫を養護施設部門をはじめ社会活動省への支援に当てる。
　Ｃ，印刷業務でGKPB，学校教育部門，養護施設部門の印刷物を請け負う。
　Ｄ， 家具製作業務でGKPB，学校教育部門，養護施設部門の設備整備を請
け負う。
　Ｅ，養護施設部門の側面支援，基盤整備のために農業指導を行っている。
　 　これらは「人間開発」の目指すところと合致する援助である。
　 　「人間開発」は「知識を獲得すること，成人識字率・総就学率」に強い
関心を持つ。人がその人生において，選択肢を拡大し，多くの機会を得る
ために，また社会をよりよく変革していくために，教育の果たす役割の大
きさに着目している。上記したように「MBM」は様々な支援を学校教育
部門や養護施設部門に行っている。すでに児童養護施設は，医師，看護師，
保健師，教師，児童養護施設スタッフ，GKPBの牧師などを多数輩出して
いるが，著者は，「MBM」がその活動をさらに盛んにし，収益を上げ，
一層GKPBが運営する学校教育部門や養護施設部門への支援を拡大し，子
どもたちや青年たちの育成に力を注いでいただきたいと願っている。
　 　明日のバリを，明日のインドネシアを変革し支えていくのは，子どもた
ちであり，青年たちであるからだ。インドネシアのHDI順位は，105位か
ら111位のあたりにある。貧困問題だけでなく，就学率についても都市部
と地方部で大きな格差がある。中等教育以前の就学率は大変検討している
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が，中等教育以後はこれからである。HDI順位を上げるために，一番大切
な課題は，教育である。［鳥飼行博，2007：198，199］
　MBMが，「人間開発報告書」のHDIをはじめ，インドネシアの順位や指摘
に耳を傾け，活動の一つの指針として取り込んでいくことで，その働きをさ
らに豊かにしていくことができるのではないだろうか。そのことは，私たち
が生きる日本社会にも当てはまることである。
７．結語
　著者は，この2010年３月でチャプレンとしての任期を終える。９年間国際
ワークキャンプ・インドネシアから，そしてGKPBの関係者や今回報告させ
て頂いたMBMの活動等から多くのことを学ばせて頂いた。今後もGKPB，
MBMの働きに注目し，更なる発展を祈念したい。
　こうした学びや貴重な経験の機会を与えてくださった桃山学院大学関係
者，そしてIWC参加学生たちにも，心から感謝したい。これからキリスト
教会の現場に戻るが，日本社会も大きな問題を抱えており，学ばせていただ
いたことを生かし用い，社会と人々に貢献できればと考えている。
　またこのようにキリスト教論集に，「MBM報告」，それも大変お世話にな
った林陸男教授の退職記念号に掲載させて頂き，心から感謝申し上げたい。
林教授は，まことに優れた実践家であり，人々，特に子どもたちには深い愛
情を注いでおられる。GKPB，とくに児童養護施設と子どもたちへの貢献，
和泉市の教育現場への貢献は多大である。林教授がその健康が守られ，更に
自由な立場でバリや和泉の地域に，大きな貢献をされることを願って結びと
させて頂く。
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